
2016年7月31日（日） 午前9時30分～12時30分

＠酒田市勤労者福祉センター 3階多目的ホール

第２回
酒田市総合計画未来会議
（市民ワークショップ）

酒田市の今を語ろう



開 会

○第１回に続き、１０代から７０代まで
約１００人が参加
・中学生、高校生、大学生、会社員、公務員、まちづくり団体、経済団体、市内金融機関、主婦、
退職された方等、さまざまな背景をお持ちの方々が参加しました。



副市長あいさつ

○学生の皆さん、周りの大人を「ぎゃふん」と
言わせるような意見を期待してますね。

○今度の総合計画は、「みんなでつくる」、
「市民とともに作り上げる」ものです。



事務局からの説明 ～総合計画策定の進め方、未来会議の役割～

○未来会議の
「対話」で
キーワードを
抽出します！

・抽出されたキーワードを市内各団体
から推薦された25名で構成する
「総合計画審議会」に報告。
そこでの意見を再度、未来会議に
フィードバックしながら、総合計画
の素案をつくりあげていきます。

第１回目の振り返り
※市ホームページにも掲載あります。
第1回酒田市総合計画未来会議
（6月18日開催）の様子
http://www.city.sakata.lg.jp/ou/kikaku/seisaku/suishin/miraikaigi01.html

http://www.city.sakata.lg.jp/ou/kikaku/seisaku/suishin/miraikaigi01.html


ワークショップ① まずは自己紹介

○ひとり１分くらいでテーブルのメンバーに
自己紹介



ワークショップ② ルール

 話すこと以上に
「聴く」ことを大切に

 否定せずに耳を澄ます
 自分だけが正しいと
思わずに、断定しない

 らくがきでメモを残そう



ワークショップ③ 進め方

 １つの議題について、15分間テーブルで
話し合った後、一人を残して、全員が
席替えします。

 残った一人は、新しく来た人にテーブル
で出ていた話を説明します。

 新しく来た人は、自分のテーブルの話題
を話してください。

 新しいテーブルで15分話し合った後、
再び元のテーブルに戻って話し合います。



ワークショップ④ ワーク「あんべわりの～」

※学生（大学生まで）は、青色のふせんに、その他の方は、緑色のふせんに。

○良いところを話してはいけません。
「悪口」を徹底的に出し尽くしましょう。



ワークショップ⑤ ワーク「いいの～」

※学生（大学生まで）は、赤色のふせんに、その他の方は、黄色のふせんに。

○今度は反対に、徹底的に酒田を褒めましょう。



ワークショップ⑥ テーブル毎に振り返り

○Ａ4用紙に１つずつ書き出して見せ合います。



ワークショップ⑦ 全体共有

○Ａ4用紙をテーブルに置き、他のテーブルの
キーワードをみんなで見て回ります。



ワークショップ⑧（最後） 対話の感想

○今日の対話の感想を「漢字一文字」で
ふせんに書いてテーブルで発表します。

↑第１回目もやりました



事務局から

○本日は本当におつかれさまでした。
○東北公益文科大学で開催される
市民大学にも是非ご参加ください。

○次回の未来会議は
８月２８日（日）９：３０～１２：３０
総合文化センター３階コミュニティルーム
での開催となります。テーマは、
「まちづくりシミュレーションゲーム」を
通じて未来を語る！です。





お帰りの際に…

○感想を書いたふせん を貼って頂きました。


